
　

日
光
御
成
道
は
徳
川
将
軍
家
が
徳
川
家
康
を
祀
る
日
光
東

照
宮
ま
で
の
社
参
に
使
用
し
た
街
道
で
、
本
郷
追
分
（
東
京

都
文
京
区
）か
ら
、
幸
手
宿（
埼
玉
県
幸
手
市
）の
手
前
の
幸

手
追
分
で
日
光
街
道
に
合
流
す
る
ま
で
の
12
里
30
町
（
約
48

km
）
の
街
道
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
鎌
倉
か
ら
奥
州
に
至
る
幹

線
道
路
「
鎌
倉
街
道
中
道
」
が
前
身
で
川
口
宿
、
鳩
ヶ
谷
宿

は
そ
の
道
沿
い
の
集
落
で
し
た
。

　

最
初
の
日
光
社
参
は
二
代
将
軍
秀
忠
が
、
元
和
３
年
（
１

６
１
７
）
に
家
康
の
霊
廟
を
久
能
山
（
静
岡
市
）
か
ら
日
光

に
移
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
当
時
は
、
江
戸
〜
千
住
〜

越
ヶ
谷
〜
岩
槻
〜
幸
手
へ
至
る
道

を
通
り
ま
し
た
。
日
光
御
成
道
が

整
備
さ
れ
た
の
は
三
代
将
軍
家
光

の
時
代
で
、
川
口
の
錫
杖
寺
で
将

軍
が
昼
食
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。

　

社
参
行
列
は
片
道
４
日
間
の
行

程
で
し
た
。
初
日
は
、
江
戸
城
大

手
門
を
発
ち
本
郷
追
分
か
ら
日
光

御
成
道
へ
、
川
口
宿
で
昼
食
を
と

り
、
鳩
ヶ
谷
宿
を
通
っ
て
岩
槻
城

に
宿
泊
。
２
日
目
は
岩
槻
城
を
出

発
し
、
幸
手
追
分
で
日
光
街
道
に
入
り
、
栗
橋
宿
で
利
根
川

を
渡
り
、古
河
城
に
宿
泊
。
３
日
目
は
宇
都
宮
城
に
宿
泊
し
、

４
日
目
に
日
光
東
照
宮
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
川
口
宿
、
鳩
ヶ
谷
宿
は
日
光
御
成
道
、
現
在
の
国

道
１
２
２
号
線
で
つ
な
が
り
宿
駅
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
川
口
宿
は
、
大
消
費
地
の
江
戸
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
鍋
・
釜
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
と
な
り
、
鋳
物
業
が
発
展

し
ま
し
た
。
鳩
ヶ
谷
宿
は
人
や
物
資
の
中
継
地
点
と
し
て
、

地
域
の
経
済
交
流
が
盛
ん
に
な
り｢

三
・
八
市｣

が
開
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
光
御
成
道
は
、
人
と
も
の
を
つ
な
ぐ
人
々

の
生
活
を
支
え
る
道
と
な
り
、
川
口
の
発
展
を
支
え
る
大
き

な
役
割
を
昔
も
今
も
担
っ
て
い
ま
す
。

川口宿 荒川を渡った将軍昼餉の宿

当時は江戸防衛のため、主要

道の河川に橋は架けられませ

んでした。八代将軍吉宗の日

光社参の際は、荒川に臨時に

船橋を架け渡りました。

昼に川口宿に到着し、御休所

の錫杖寺で将軍は昼餉をとる

のが慣例でした。

岩槻藩主は錫杖寺で将軍にあ

いさつをし、改めて将軍の宿

所となる岩槻城に戻って将軍

の到着を待ちました。Image：TNM Image Archives 日光御成道分間延絵図

※昼餉［ひるがれい］…昼食
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今
月
号
で
は
、
ま
つ
り
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
に
、
日
光
御
成

道
の
歴
史
か
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ま
つ
り
の
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ま
で
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※昼餉［ひるがれい］…昼食

鳩ヶ谷宿

日光社参道中

人と物資の中継拠点

享保16年（1731）に市が開か

れると、鳩ヶ谷宿は農産品・

織物・農具・日用品などの物

資と商人などが集まる近郊経

済の中心地になりました。市

は３と８がつく日に開かれた

ことから「三・八市」と呼ばれ、

周辺地域の物流の拠点として

重要な役割を果たしました。

日光社参は、家康の命日４月17日に詣でるもので、二代将軍秀忠が3回、三

代将軍家光は9回、四代将軍家綱が世子も含めて2回、八代将軍吉宗・十代将

軍家治・十二代将軍家慶が各1回の計17回行われました。初期の社参行列は

質素でしたが、次第に華美で大規模なものとなり、費用も膨大となって幕府

財政を圧迫するようになりました。そのため、社参を行えなかった将軍もい

ましたが、吉宗が65年ぶりに行った社参は、盛大な行列を組み、譜代大名な

ど総数13万３千人に達しました。

最後の社参となった家慶のときは、失墜した幕府の威信回復のねらいもあり

さらに増え総勢15万人に及びました。

Image：TNM Image Archives 日光御成道分間延絵図
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吉田 英里子さん
私は歴史が大好きです。
お祭りは雰囲気があって
とても楽しみです。

ジャック ミルティルさん
侍が大好きです。
当日は侍になりきって
パレードします。

私たちも参加します

日
光
御
成
道
の
歴
史

に
っ
こ
う
　
お
な
り
み
ち

※大御所として参詣　＊世子として参詣

川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道展

日時…11月6日（火）～11日（日）
　　　10:00 ～ 20:00
場所…リリア１階　催し広場
問い合わせ…文化財課
　　　　　　A048-252-7101

日光御成道の様子を江戸時代の道中絵図と現在の地図を対比し紹介す
るとともに、日光社参や川口宿・鳩ヶ谷宿などについて解説する展示会
を実施します。

千代田之御表　日光御社参（国立国会図書館蔵）
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マーチングバンド・鼓笛隊、川口郷土芸能

大名行列

川口歴史行列

マーチングバンド
鼓笛隊

安行藤八の獅子舞
　　　　　    町会会館

市内各学校を中心とした
マーチングバンドなど、
川口宿約600人、鳩ヶ谷
宿約700人が参加。

江戸時代初期から伝わる
民俗行事。2人立ち1頭舞
いの獅子が、夏の悪病な
どを祓うため、氏子の
家々を巡り、舞いを披露
します。

江戸袋の獅子舞
　　　江戸袋氷川神社

バッタバッタ獅子舞と呼
ばれ、春と秋に悪疫祓い、
五穀豊穣などを祈念して
舞われます。春は村回り、
秋は神社で舞が奉納され
ます。

領家の囃子と神楽
　　　　領家稲荷神社

江戸時代後期から続く民
族芸能。囃子は葛西囃子
の流れをくんでいます。
神楽は、明治初期に東京
の神楽師から習得したと
いわれています。

川口の木遣

江戸時代、町火消を担っ
た鳶職人たちにより伝承。
梯子乗りや纏ふりととも
に行われるようになりま
した。

寛永期（三代将軍家光）の岩槻藩主・阿部正次の参勤交代を再現

平安～昭和時代までの川口にゆかりのある人物が登場

〈川口歴史人物紹介〉

源義経1
【みなもとの よしつね】

※行列は都合により変更となる場合があります。

平安時代、兄・頼朝が挙兵し
た際、奥州から鎌倉へ向かう
途中、川口で兵を改めたと
「義経記」にある。

鳩谷兵衛尉重元2
【はとがい ひょうえのじょう しげもと】

鎌倉時代の歴史書「吾妻鏡」
に、「武蔵國足立郡内鳩谷地
頭職」として登場する。

後深草院二条3
【ごふかくさいん にじょう】

鎌倉時代、後深草天皇の寵を
受けた女性。「とはずがたり」
を著し、川口に滞在したとあ
る。

中田安斎入道安行4
【なかだ あんざいにゅうどう やすゆき】

室町時代の名主で、金剛寺を
開基。安行の地名の由来とい
われている。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり

目
付
（
め
つ
け
）

馬
口
取
り
（
う
ま
く
ち
と
り
）

槍
衆
（
や
り
し
ゅ
う
）

槍
奉
行
（
や
り
ぶ
ぎ
ょ
う
）

中
臈
（
ち
ゅ
う
ろ
う
）

腰
元
（
こ
し
も
と
）

姫
（
ひ
め
）

弓
衆
（
ゆ
み
し
ゅ
う
）

弓
奉
行
（
ゆ
み
ぶ
ぎ
ょ
う
）

供
侍
（
と
も
ざ
む
ら
い
）

御
典
医
（
ご
て
ん
い
）

茶
坊
主
（
ち
ゃ
ぼ
う
ず
）

家
老
（
か
ろ
う
）

小
姓
（
こ
し
ょ
う
）

岩
槻
藩
主
（
い
わ
つ
き
は
ん
し
ゅ
）

車
夫
（
し
ゃ
ふ
）

近
習
（
き
ん
じ
ゅ
う
）

鉄
砲
衆
（
て
っ
ぽ
う
し
ゅ
う
）

鉄
砲
奉
行
（
て
っ
ぽ
う
ぶ
ぎ
ょ
う
）

草
履
取
奴
（
ぞ
う
り
と
り
や
っ
こ
）

立
傘
奴
（
た
て
が
さ
や
っ
こ
）

台
傘
奴
（
だ
い
が
さ
や
っ
こ
）

長
刀
奴
（
な
ぎ
な
た
や
っ
こ
）

持
槍
奴
（
も
ち
や
り
や
っ
こ
）

毛
槍
奴
（
け
や
り
や
っ
こ
）

挟
箱
奴
（
は
さ
み
ば
こ
や
っ
こ
）

奴
頭
（
や
っ
こ
が
し
ら
）

露
払
い
（
つ
ゆ
は
ら
い
）

旗
持
ち
（
は
た
も
ち
）

はやし

はしご　　　　  まとい

きやり



日光社参行列 享保 13年（1728）八代将軍吉宗の日光社参を再現

〈川口歴史人物紹介〉
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め
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平柳蔵人5
【ひらやなぎ くらんど】

室町時代、岩槻城主太田氏の
家臣。南平公民館元郷分館に
居館跡の碑が建つ。

小宮山弾正介忠孝6
【こみやま だんじょうのすけ ただたか】

安土桃山時代、行田の忍城主
成田氏の重臣。岩槻城の支城
として川口の戸塚に戸塚城を
築いた。

千代姫7
【ちよひめ】

三代将軍家光の娘。川口の西
立野の西福寺に三重搭を奉
建。県下では一番高い木造建
造物。

伊奈氏8
【いなし】

川口の赤山に陣屋を構え、関
八州（現在の関東地方）の幕
府直轄領の民治を12代にわ
たり司った。

龍派禅珠9
【りゅうはぜんしゅ】

足利学校に学び、芝の長徳寺
や鎌倉建長寺住持に。「寒松
稿」や「寒松日記」などを残
した。

熊沢三郎左衛門忠勝10
【くまざわ さぶろうざえもん ただかつ】

焼失した長徳寺本堂などを再
建した有力檀家。平成2年蜷
川幸雄氏が娘を題材とした
「るひいな」をリリアで公演。

井沢弥惣兵衛為永11
【いざわ やそうべえ ためなが】

江戸中期八代将軍吉宗の命
により見沼を干拓し、見沼代
用水を開削した。

吉田権之丞12
【よしだ ごんのじょう】

江戸前期、植木の祖と呼ば
れ、安行を植木産地として広
めたといわれている。墓所と
記念碑が金剛寺にある。

小谷三志13
【こたに さんし】

江戸中期に鳩ヶ谷宿に生ま
れ、日常的道徳実践を説いた
「不二道」を広めた社会教育
家。墓所は地蔵院にある。

高島秋帆14
【たかしま しゅうはん】

江戸末期の砲術家。外国の脅威
に備え、増田安次郎らと大型カ
ノン砲などを鋳造。徳丸ヶ原（板
橋区高島平）で演習を行った。

瀧山15
【たきやま】

徳川将軍家3代に仕えた江戸
城大奥の最後の御年寄。晩年
は川口で過ごす。墓所は錫杖
寺にある。

安井息軒16
【やすい そっけん】

江戸末期～明治初期の儒学
者。宮崎で生まれ、江戸で過ご
すが、戊辰戦争の際、川口の領
家に疎開し「北潜日抄」を記す。

増田安次郎17
【ますだ やすじろう】

江戸末期の川口鋳物師。高島
秋帆らとともに当時不可能と
された大型カノン砲などを鋳
造。

大砲組18
【たいほうぐみ】

幕末に江戸幕府が編成した西
洋式軍備の陸軍で、大砲組が
つくられた。

永瀬庄吉19
【ながせ しょうきち】

旋盤平削機などの西洋式生型
法を導入し川口鋳物の技術革
新を進めた。後に川口町長。

大熊氏広20
【おおくま うじひろ】

明治初期に西洋彫刻を学び、
先駆的存在として活躍。代表
作は靖国神社の大村益次郎
像。

川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり



川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道展フォトコンテスト
同時開催

●南鳩ヶ谷会場
日時…11月10日（土）・11日（日）
　　　10:00～20:00
場所…SR南鳩ヶ谷駅東口駅前広場
※当日は交通規制があります。

●鳩ヶ谷会場
日時…11月11日（日）10:00～17:00
場所…青木信用金庫鳩ヶ谷支店南側

●見沼イルミネーション
日時…11月3日（祝）～11日（日）
　　　17:00～23:00
場所…見沼代用水　吹上橋～的場橋
問い合わせ…鳩ヶ谷支所　A048-280-1200

日時…11月10日（土）・11日（日）
　　　11:00～19:00
　　　（11日は10:00から）
場所…鳩ヶ谷庁舎駐車場
問い合わせ…鳩ヶ谷商工会
　　　　　　A048-281-5555

日時…11月6日（火）～11日（日）
　　　10:00 ～ 20:00
場所…リリア１階　催し広場
問い合わせ…文化財課
　　　　　　A048-252-7101

日時…11月10日（土） 川口の日
　　　15:30～17:30
場所…キュポ・ラ広場

川口宿 鳩ヶ谷宿
日光御成道まつり
前日まつり

•幼稚園児による合唱

•記念植樹

•大道芸パフォーマンス

•ミニ行列　など

日光御成道の様子を江戸時代の道中絵図と現在の地図を対比し紹介するとと
もに、日光社参や川口宿・鳩ヶ谷宿などについて解説する展示会を実施します。

千代田之御表　日光御社参（国立国会図書館蔵）

同時開催

イメージ

イメージ
イメージ

鳩ヶ谷まつり 商工まつり

会場周 辺マップ

※綜合警備保障（株）と川口総合高校は
　地蔵院入口までパレードを行います。

※パフォーマンスと通過の予定時間は、
　前後することがあります。

※交通規制時間　13：00～16：00

※パフォーマンスと通過の予定時間は、前後することがあります。

※綜合警備保障（株）と文京学院は、ミエルかわぐち前までパレードを行います。

※交通規制時間　10：00～13：00
行列コースと周辺道路は、車両通行止となります。
路線バスは迂回して運行します。

出入口1出入口1

出入口2出入口2

交通規制区間交通規制区間

交通抑制区域交通抑制区域

川口駅前交番
中央地区派遣所

矢印
方向
のみ
規制

鳩ヶ谷まつり
鳩ヶ谷会場
鳩ヶ谷まつり
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商工まつり
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商工まつり
会場

出入口3出入口3
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交通抑制区間交通抑制区間

交通規制区間交通規制区間

武南警察署

鳩ヶ谷まつり
見沼イルミネーション

駐車場はありません。
公共交通機関をご利用ください。

駐車場はありません。
公共交通機関をご利用ください。

川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり

■ パレードA班
 1 綜合警備保障（株）（ALSOK）
 2 みのり幼稚園
 3 神根東小学校
 4 在家小学校
 5 安行中学校
 6 神根中学校
 7 八幡木中学校
■ パレードB班
 8 川口総合高校
 9 上青木小学校
 10 慈林小学校
 11 鳩ヶ谷小学校
 12 安行東中学校
 13 里中学校

■ パレードC班
 14 川口東高校
 15 前川小学校
 16 安行東小学校
 17 北中学校
 18 岸川中学校
 19 鳩ヶ谷中学校

■ パレードA班
 1 綜合警備保障（株）（ALSOK）
 2 本町小学校
 3 舟戸小学校
 4 青木中央小学校
 5 東領家小学校
 6 南中学校

■ パレードB班
 7 文京学院大学女子中・高校
 8 幸町小学校
 9 上青木南小学校
 10 十二月田中学校
 11 領家中学校

マーチングバンド・鼓笛隊

マーチングバンド・鼓笛隊

鳩ヶ谷宿
コース紹介

川 口 宿
コース紹介

出立式　10:00キュポ・ラ広場
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変電所
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変電所

鳩ヶ谷まつり
南鳩ヶ谷会場
鳩ヶ谷まつり
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三ツ和公園三ツ和公園川口オートレース場川口オートレース場

川口市役所川口市役所 市立川口高市立川口高
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川口総合高川口総合高
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フォトコンテスト 本一通り御成道まつり
関連イベント

●南鳩ヶ谷会場
日時…11月10日（土）・11日（日）
　　　10:00～20:00
場所…SR南鳩ヶ谷駅東口駅前広場
※当日は交通規制があります。

日時…11月4日（日）11:00 ～ 16:00
場所…本一通りイベント会場

●鳩ヶ谷会場
日時…11月11日（日）10:00～17:00
場所…青木信用金庫鳩ヶ谷支店南側

●見沼イルミネーション
日時…11月3日（祝）～11日（日）
　　　17:00～23:00
場所…見沼代用水　吹上橋～的場橋
問い合わせ…鳩ヶ谷支所　A048-280-1200

日時…11月10日（土）・11日（日）
　　　11:00～19:00
　　　（11日は10:00から）
場所…鳩ヶ谷庁舎駐車場
問い合わせ…鳩ヶ谷商工会
　　　　　　A048-281-5555

日時…11月10日（土） 川口の日
　　　15:30～17:30
場所…キュポ・ラ広場
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•記念植樹

•大道芸パフォーマンス
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鳩ヶ谷まつり 商工まつり

•オープニングセレモニー
•歓迎パフォーマンス
•本一通り御成道ウオークラリー
•縁日コーナー
•川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり
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※綜合警備保障（株）と川口総合高校は
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※交通規制時間　13：00～16：00
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